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使用施設保安規定変更認可申請の変更の背景 確認の観点及び妥当性 保安規定の該当箇所
（令和5年3月22日•そ

申
．

．請） t （保安規定に規定すべき事項） （保安規定の反映状況）
＼ に影響を及ぽすおそれが生じた場合、若しくは火災警報、グロ ー プポックス温度上昇警報等並びに排気

モニタ警報等の警報設備が作動した場合は、 直ちに使用施設内各課長等又は放射線管理第1課長に通報
する。通報を受けた核燃料管理者等又は放射線管理第1課長は、 直ちに原因を調査し 、 必要な措置を講
ずるとともに、 必要と認めた場合は担当部長に通報する。通報を受けた担当部長等は、必要な措置を講
ずるとともに、 プルトニウム燃料技術開発センター長に通報し、核燃料取扱主務者に通知する。
③管理区域等の設定等

線量告示第1条に定める管理区域に係る線星等の値を超え、 又は超えるおそれのある区域が所長よ 保安規定第I編第20条（変更なし）
り 、 管理区域として指定される。プルトニウム燃料第二開発室内には管理区域に指定された区域があり、

当該作業は管理区域内で実施する。今回の変更で固体廃棄施設を増設することに伴い、プルトニウム燃 保安規定第I-2-(19)図（変更あり）
料第二開発室の一部工程室の名称を変更する。

あらかじめ定められた出入口から出入りすること、定められた個人線盤計を着用すること等の管理区 保安規定第I編第26条（変更なし）
域の出入管理に係る遵守事項を遵守して作業を実施する。
④線監等の監視並びに汚染の除去

2 ． ④と同じため省略。
⑤排気・排水監視設備～⑦核燃料物質の運搬・貯蔵等 ． ． 

l．⑤～⑦と同じため省略。
⑧放射性廃棄物の廃棄

放射性気体及び放射性液体廃棄物の廃棄については、 上記⑤に記載のとおり。 保安規定第1編第40条の2 （変更なし）
放射性固体廃棄物を廃棄する場合は、 廃棄物容器に封入し、 所定の表示を行う。なお、 当該容器が 可 保安規定第III編第27条（変更なし）

燃性の場合は、可燃性の容器を金属製容器又は金属製保管庫に収納する。放射性固体廃棄物を保管する 保安規定第III編第27条の2 （変更なし）：
場合は、 廃棄施設に保管する。 プルトニウム燃料第二開発室における放射性固体廃棄物の保管場所は、 第m-4- (2)表（変更あり）
属III-4- (2)表に示すとおりであり、 本申請で変更する。
⑨非常時の措置～⑪記録及び報告

］．⑨～⑪と同じため省略。
⑫施設管理

2 ⑫と同じため省略。
⑬その他保安に関する事項

1．⑬と同じため省略。
その他 ③管理区域等の設定等
・記載の適正化を図る 線量告示第1条に定める管理区域に係る線呈等の値を超え、又は超えるおそれのある区域が所長よ 保安規定第I編第20条（変更なし）

（中央列は関連する事項のみ記載） り、管理区域として指定される。
ウラン貯蔵庫及び プルトニウム燃料第三開発室の管理理区域の図面について、 記載の適正化（現物と 第I-2- （18)図（変更あり）

の整合）を図るため、 第I-2- (18)図及び第I-2- (20)固を変更する。 第I-2- (20)図（変更あり）
あらかじめ定められた出入口から出入りすること、 定められた個人線星計を着用すること等の管理区 保安規定第I編第26条（変更なし）

域の出入管理に係る遵守事項を遵守して作業を実施する。
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